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3月 28日、家を出る朝方は少し肌寒かったのです力ヽ 近鉄長谷寺駅集合時には春爛漫の

感、暖かい日差しのポカポカ陽気の中、出発時間迄の30分程の間に、駅前の桜の雷が少し

ずつ膨らんでゆくのが感じられました。この除 日曜日にもかかわらず参加者は15名と

少し寂しかったのですカミ準備体操を入念に行い太神神社に向けスタートしました。

「長谷寺」に寄るコースは採らず近道を進むこと15分程、耳10こ地よい鳥のさえずり、何

とイソヒヨドリが■羽電性でさえずっているのです。名前は聞いていましたが実物を見る

のは初めて、逆光で背中の部分の色がはっきり見えなかったのです力ヽ 腹から下尾筒にか

けてのレンガ色が鮮やかに目立っていました。更にしばらく歩き、棚 ||に架かるJヽさな

橋のたもとに来ると、その川面を二直線に橋の下をくぐり、高速で移動する青い物体が飛

んで行くではありません力、そう、水辺の宝石カワセミでした。

これまでにも他の場所で3～ 4回飛んでいる姿は見ました力ヽ 一般的に鳥の飛翔は下か

ら、つまり腹部や下翼を見ています力ヽ カワセミはいつも上から、つまり背中や上翼を見

ているの場合が多いようです。3醜 この川面を青い塊と化して往復して飛んでいくの
見た後次へ進みました。
春先の暖かい日差し

‐Q街道沿いの本 Ⅷ々 には季節の野議 ジス、スズメ・ニュウナ
イスズメ・カワラヒワ・モズ・メジロ・キ、ハク、セグロのセキレイ達・ツグミ・ヒヨド

リ・ムクドリ等 、々ツバメも飛来していて皆で「今日は梁勲 ようですね」と言いなが

らi進みました。
道端で、オドリコソウ・ヒメオドリコソウやホトケノザを観察しました。オドリコソウ

は花が踊っている人の様に見えるのでヽ また、ホトケノザは葉がお釈迦様の座る蓮華座の

様に見えるのでそれぞれ名前がついたそうで、いずれもシソ科の植物だそうです。それよ

り私にとつての新発見|よ 何といずれも四白い茎を持っている事でした。    r
春日神社の辺りで、上空を見上げるとタカ類とおぼしき鳥が悠然と飛翔していました。

寺田さんが双眼鏡でのぞき、ノスリと確認しました。更に、昼食場所となった玉列神社で

はオオタカの飛翔も見れました。タカ類は 0ヽヤブサ類も含み)飛翔時の腹部や下翼を見

て、その翼の大きさ、斑模様t尾羽の形等でおおよその識別ができるそうです。
玉列神社ではツバキが沢山咲いており、椿祭りのノボリも立っていました力ヽ まだ植え

たばかりというツバキも沢山あり、ツバキ         α難つ の目玉にしようとい

課 繁 篤 馨じえ参壱れ墓b轟3単づ率曹9実乳 遭 9首号究
yバキと変わら

ないので
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に入り、海柘相市(質鴫)観音堂から金屋の石

務跳電 謬雅鐵瀧

第 7回 東海自然歩道・ 自然観察会に参加 して
倉園 晃

4月 6日 (火)快晴の中、山の辺の道を大神神社から石上神官まで歩きました。リーダ

ーの大寺さん以下 18名の参加で、花を見、本を観察し、鳥の声を聞き、神社やお寺の歴

史を探り、セリを摘み、草笛を吹き…。で、気持ちの良い楽しい一日でした。4月 から加え

ていただいたシニア10期修了者も4名が参カロし、親切に観察の手ほどきを受けました。

行程は近鉄桜井駅に集合の後、バスで三輸明神参道ロヘ行き、そこで朝礼をすました後

大神神社～狭井神社～桧原神社～景行天皇陵～崇神天皇陵～トレイル青垣 (昼食)～長岳

寺山門～念仏寺～夜都伎神社～内山永久寺跡～石上神官～天理駅で約 15kmの道のりで
した。

大神神社へ歩き始めてすぐに、あちらに止まつては草花を眺め、こちらに止まつて木を

眺めといつた具合で、初参加の私にはこれで予定どおり日の明るいうちに天理
へ着くのだ

ろうかと不安になりました。しかし、そこはすぐれたリーダーの方々の統率力で、最後に

は見事に辻棲の合った時間配分が行われ感心しました。
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沿道には様々な花や木 が々春の日差しのもとであるいはたくましく、あるいは可憐に咲

き競い、私たちの目を楽しませてくれました。あんまりたくさんの名前を聞いたも
のです

から、とても書ききれなからたのですが、私が今まで知らなかつた草木の名前には次
のよ

うなものがありました。こんなにたくさん有つて、これから大丈夫な
のかと少‐々不安にな

ります。

ツルニチニチソウ、カキドオシ、キランソウ、タチツボスミレ、モンツキウ
マゴヤシ、

アメリカフウロの親戚筋の花 (名前は知りません)、 ハナズオウ、マンサク、ヤブ
ニンジ

ン、ムラサキケマン、ヒメウイ、ウグイスカズラ

また、植物以外にも寺由きんから鳥居や神社の屋根葺きの解説をして
いただきました。

普段何気なく見ているのですが、様々な形があり、またいろいろな材料
が工夫されて出来

あがっていることが分かり、感心することしきりでした。

今回初めて参加した者として感想をつけ加えれば、まず、みなさ
んが熱心に観察に取り

組まれ、その生き生きとした姿に感心しました。また、大変よく研客され
ている方々が多

いのにビックリしました。今後もできるだけ参加したいと思いました。

最後に、このような魅力的なプランを次から次
へと用意されているリーダーの方々は、

資料の準備や下見などさぞかし大変なことだろうと思います。リ
ーダーの皆様のご苦労に

敬意を払い、感謝を申しあげたいと思います。

《アースデイ2004hな ら》出展報告
樋 目 善 雄

4月 18曰 く日〉快晴。詰襟のシャツでも暑い夏日 !!狭い広場に600人余りの人出で
賑わつた。その中で400余名が、大和川両岸のゴミ拾いに出た、と新聞に報じてあつた。
ブースの広さが予想に反して狭か0た故もあるが、「人と自然の会』出展のブースは、絶

え間ない親子連れの訪間客で賑わつた。我々の陣容は 10名全員がアルに立ちっ放しの活

躍で、交替要員充分な筈と見ていたのが嬉しい誤算である。延べの来客数で我々のプース

で工作して行った人は約200人余り。蝉丸くんの準備個数 130個が不足し、予備の3
0個が残り10個程になつていた。ョシの笛と竹の笛、モックン等は大寺さんと私が、残

る8名で蝉丸ぐんの応対に切り替えたのが功を奏したようだ。奈良コープからの好意によ

る弁当にありついたのが 13時過ぎ。最終的に弁当を終わつたのが 15時少 し前のイベン

ト終了時。大多忙と大繁盛の一日でした。ナンチャッテ先生の谷先生が「今日はご苦労さ

んJと言葉をかけて通つて行つたのが、印象に残つています。活躍いただいたスタッフの

方々ご苦労様でした。
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神 の 木 ・榊 と 格

寺田正博

清少納言は [枕草子]の中に「さかき、臨時の祭の御神楽のをりなど、いとおかし。世

に本どもこそあれ、神の御前のものと生ひはじめけむも、とりわきてをかし。…Jと いい

吉田兼好は [徒然草]に「すべて、神の社こそ、捨て難く、なまめかしきものなれや。

もの古りたる森のけしきもただならぬに、榊に木綿 紗ぉ懸けたるなど、いみじからぬかは

伊勢、加茂、春日、住吉、三輪、…」と書いているように、榊は神の本である。

くさかき)は榊、賢本、境木、坂木、真坂樹、栄樹、等々多くの字で書かれている。榊

は本来漢字ではなく、国字である。

関東から西の山林中に生育するツパキ科の常緑の小高本で、冬芽は裸で鎌または長刀の

刃の形をしている。夏に花柄のある花を腋生し、花は 1～ 3個が東になって付き、下向き

に開く。神事に使われるので神社の境内によく植えてある。祭祀での榊の使い方は [日本

書紀・神代]「岩戸隠れ」の話にある。天照大神は弟スサノオ命の乱暴な行いを見て、つ

いに天の岩戸に籠もって、その戸を開じてしまつた。すると高天ケ原も葦原中ツ国もすっ

かり暗くなり、夜ばかり続いて、あらゆる災いが起こつた。そこで「八百万の神、天安河

辺に会ひて、其の祷るべき方を計ふ。… 天香山の五百箇の真坂樹を掘じて、上枝には八
坂現の五百箇の御統を懸け、…中枝には…、下枝には…。亦天香山の真坂樹を以て豊にし

…」。とある。このほかにも [日本書紀][神楽歌][源氏物語 。賢木]等にも見ること
が出来る。文献にはあまり見られないようですが、本州中部ではサカキが少ないので神事

にこの名で使用されるのはほとんどヒサカキである。

清少納言が寺に籠もった時の話として [枕草子]に、「帯うちして拝み奉るに “ここに

つかうさぶらふ"として、機の枝を折りてもて来るにこ香などのいとたふたきもおかし」

と書いているように、神の本である榊に対して格は仏の本とされている。このために仏壇

や墓に供えたり、葬式の花として普通に使われている。

シキミは各地の山林中にはえるシキミ科の常緑小高本で、普通墓地などに植えられてい

る。葉には香気があり、4月頃小枝の上の葉腋から短い花柄を出し、柄の先に淡黄自色の

両性花を咲かせる。有毒植物の一種.生枝を仏前に供え、葉から抹香を菫薔する。仏事に

シキミを使うのはゝこの本の強い香で死臭を消すためともいわれる。しかし、早春に咲く

花は甘い香がする。国字癖 キとも書くのは、仏前に供える木から作られたという。

鑑真和上が日本にもたらしたともいわれている。

東大寺二月堂のお水取りが行なわれる闘伽井屋の周囲はシキミで囲われている。 (闘伽

とは梵語起源で仏前に供える水のこと)

しかし、本来サカキは常緑樹の総称で、その意味ではシキミもサカキの一つである。

平安中期の神楽歌「榊葉の香をかぐわしみ求めくれば…」の、榊葉とはシキミのことだと

されている。京都の愛宕神社では椛を神木としており、火除けの護符と共にシキミの枝を

授け、各家庭ではこれを神棚や門に飾る風習がある。

参考引用資料  [雅びの本]佐藤健  [草木スケッチ帳Ⅱ]柿原伸人

[牧野新日本植物図鑑] 岩波文庫 [枕草子][徒然草][日本書紀 ]
[岩波仏教辞典]他
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